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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年１月２３日（金）  

 

２ 確認箇所 

・Ｎｏ．４資材倉庫東側ポンプ点検ヤード（図１） 

・５、６号敷地護岸ヤード（ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備・放水立坑） 

（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備定期点検の状況（海水ポンプ組立） 

（２）放水立坑（上流水槽）点検作業の状況 

 

４ 確認結果の概要 

多核種除去設備等処理水（以下「ＡＬＰＳ処理水」という。）は、海水で

トリチウム濃度を 1,500 Bq/L 未満になるまで希釈した後、海洋に放出され

ている。希釈に用いる海水には貝類などの海生生物や土砂が含まれており、

これらがＡＬＰＳ処理水希釈放出設備（以下「希釈放出設備」という。）の

ポンプや配管等の通水障害といったトラブルの要因となるため、定期点検が

必要となる。 

このため、東京電力では、第１７回目（１２月４日～１２月２２日）のＡ

ＬＰＳ処理水放出と並行し、希釈放出設備の点検を実施している。 

（１）ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備定期点検の状況（海水ポンプ組立） 

希釈放出設備のうち海水移送ポンプＡ系※１の組立作業の状況について確

認した。 

・点検及び整備のために分解された海水移送ポンプＡ系の各部品は整理さ

れた状態で保管されていた。（写真１） 

・当日は、海水移送ポンプＡ系の組立作業が行われており、３名が組立作

業に従事し、１名は監視員として周囲の状況や安全等を確認していた。

海水移送ポンプＡ系の部品の一部はクレーンで吊り上げられ、作業員の

手によって、部品の拭き取り及び吸込ベル※２と軸の接続等が行われてい

た。（写真２） 

・作業エリアは単管パイプで区分けされており、みだりに作業エリアに立

ち入ることができないよう措置が講じられていた。（写真３） 

※１ 第１７回目のＡＬＰＳ処理水放出時には、海水移送ポンプＢ及びＣ系が

用いられており、Ａ系は停止中。 

※２ ポンプの吸い込み口に設置するベル（鐘）形状の部材で、水が安定して

流入するようにするためのもの。 
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（２）放水立坑（上流水槽）点検作業の状況 

希釈放出設備のうち放水立坑（上流水槽）の点検作業の状況について確

認した。（前回確認日：令和７年１月２９日） 

・当日は、上流水槽底部において水抜き作業及び目視による壁面の調査

（損傷及び海生生物付着の有無の確認等）が行われていた。（写真４） 

・今後、上流水槽底部の補修作業として、防水塗装に膨れのあった部分が

切除され、水抜き及び乾燥の後、モルタルの吹き付けによる補修が行わ

れる。 

・確認した範囲において、上流水槽の健全性に影響を与える損傷はなかっ

た。 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

（写真１①）海水移送ポンプ A系の部品  

（揚水管等） 

（写真１②）海水移送ポンプ A系の部品 

（配管内の軸） 

揚水管 

軸（上部軸、中
間軸、下部軸） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/672607.pdf
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（写真２①）海水移送ポンプ A系の組立作 

業の状況 

（写真２②）海水移送ポンプ A系の組立作 

業の状況 

（写真２③）海水移送ポンプ A系の組立作  

業の状況 

（写真３）海水移送ポンプ組立作業エリア 

（写真４①）放水立坑（上流水槽）の点  

検作業（壁面調査）の状況 

（写真４②）水抜き作業の状況 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常値は確認されなかった。 

 

クレーン 
監視員 

吸込ベル 

下部軸 


